
➢ ランピースキン病は全身の皮膚の結節や水腫を特徴とする
牛、水牛の疾病です。

➢ 令和６年（２０２４年）１１月に福岡県において国内初の発生
が確認され、その後、福岡県の発生農場から導入した牛に起
因して、熊本県の菊池地域の３農場において発生しました。

➢ 発生当時は家畜伝染病予防法上の届出伝染病であり、自主
とう汰や移動の自粛が求められていましたが、法改正により
家畜伝染病に格上げされ、殺処分、移動制限等が義務付け
られました。これに伴い、ランピースキン病防疫対策要領も
改正されました。

➢ 本病は、サシバエ、ヌカカ等の吸血昆虫（ベクター）による感
染が主であり、平時から、昆虫成長制御剤（IGR剤）や殺虫剤
散布等による吸血昆虫対策が重要です。
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ランピースキン病が済州島にて発生しました
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異状を発見した際は速やかに家畜保健衛生所に通報してください！



韓国で口蹄疫が発生

➢ 韓国において７月３日に約４か月ぶりとなる口蹄疫の発生が豚１件、牛５件で確認
されました。加えて、９月２日に同地区にて牛２件の発生が確認されています。

異状を発見した際は速やかに家畜保健衛生所に通報してください！

➢ 本年１月に、中国から新千歳空港に到着した旅客の荷物内から、
発見されたヤギ肉について、動物検疫所の職員が全量回収したう
え精密検査を行ったところ、感染性のある口蹄疫ウイルスが分離
されました。本件については、既に４月に公表していましたが、今
月の農水省主催の防疫対策会議にて言及があったので、現在報
道されているところです。

➢ 水際での防疫措置の徹底により、重大な家畜伝染病の侵入を食
い止めることは極めて重要で、今年度においても、人員を増員し入
国者の携帯品についての質問・検査、発見された違反畜産物の廃
棄、輸入検査にかかる違反についての罰則適用などに対応してい
ます。

➢ 発生地域への渡航は可能な限り控えるとともに、これらの国から
の郵便物等は衛生管理区域内に持ち込まないようにしましょう。

動物検疫所で摘発された畜産物から、感染性口蹄疫ウイルスを分離
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